スイス統一関税圏の成立過程と19世紀スイスの自由貿易主義（１） by 黒澤, 隆文
Titleスイス統一関税圏の成立過程と19世紀スイスの自由貿易主義（１）
Author(s)黒澤, 隆文







経済論叢別冊 調査と研究（京都大学）第14号，1997年10月  
スイス統一関税圏の成立過程と  
19世紀スイスの自由貿易主義（1）  






連邦成立後の関税制度の性格について分析する。   









































重要な分析対象である。   
以上の問題意識の下に，本稿（1）において  
は，旧体制に終止符を打った1798年のヘルベ  
2）本稿では，ここに挙げたような各種の税を，一括して   
関税類似税と表記する。また，混乱を避けるため，以下   
ではスイスを構成する支分国（Ort，Canton）を一律に   
「カントン」と呼称する。  
3）この時期の政治史的背紫については，Capita鴫de   
FranFOis，“Beharren und Umsturz（1648－1815）”，in Ge－   
∫rあicゐJgゐr滋力wgfg～川d血7・丘力ひβJ2eれBasel／Frank－  
【urtamMain1986，511ページ以下を参照。なお，以下   
の注記においては，相互主義的観′如こ基づき，引用文献   
を示す場合には欧文の文献の場合にも欧文の引用記号を   
用いず，日本語で表記する。   
1）黒澤隆文「高ライン地域の国境閉経消閑係一産業革   
命期の綿工業を中心に」一社会経済史学」第62巻第4号，  
1996年．1－30ページ。  






























































4）ヘルペティア政府は．この条文を根拠にチューリヒの   
食料品移出禁止令を違審であるとした。Huber，Alber【，   
βノgEJI∠て∽C烏J〟／好（ん∫gf（なe〃∂∫∫J■∫r加乃Z∂〟て〟が研∫t′ロmβg・   
g∠〃乃（わr en′gJJれ7r埴 占／∫之〝rβ〟JJ（わざγ所∫5〟〟g（ブe∫   
九月Jで∫J朗尽 DissりBern1890，2ページ。  
5） 3月にはカントン聞の取引規制を廃止する法が制定さ   
れたが，実効性は鍵かった。Lenヱing叫Paul，β∫el研け   
SCh（沼5ideellderHelveti員．Diss．，Bern1936，82ページ以   
下。  
6）Ba11er，Hans，lち，！ゐrZ〟J漬㍗g7プお∫〟〃gヱ〟rGewgrみぞ－   
ノゎざろgf′f〃あ＆ムwgJgJ79β－J87‘′，Base11929．75－79   
ページ。ここでは，通過関税の語を，ある関税領域に   
いったん持ち込まれ，そのまま領域外に持ち出される財   
に対する関税について用いる。通過関税は，領域性をも   
つ関税制度を前提としており，特定の地点や街道を通過   
する人や財に課せられる通行税とは，概念的に別個のも   
のである。  
7）Lenzinger，P．，前掲軋 84－85ページ。Huber，A，，前掲   
杏．2－3ページ。  
8）Wartmann，Hermann，J〃血～わg〝〃d〃α乃（わJ壷∫尺α〃－   
tonsSL GLZl［eTZadb7dk186qSt．Ga11en1875，209－210，   
217－222ページ。Huber，A．，前掲欝，2－3ページ。P，   
Lenzinger，前掲書，86ページ。  
9）この時期のスイス盟約者田の法制史的背照については，   
小林武一現代スイス憲法J法律文化社，1989年，第1車，   
およぴ，U．イム・ホーフ著，森田安一監訳ースイスの   
歴史」刀水書房，1997年．第7車参照。   
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きかをめぐって深刻な対立が生まれ，既存の関  











ある。   
他方，スイスの外部国境線に沿った初の統一  
的な関税組織は，ナポレオンの大陸制度を実施  



























































10）Bauer，H．，前掲杏，196ページ以下。Huber，A．，前掲   
野，4－7ページ。  
11）Wartmann，H．，前掲杏，231ページ以下。ヘルベティ   
ア共和国で準備されたフランスとの間の通商条約は，フ   
ランス側が批准しなかったために発効しなかった。  
12）Huber，A．，前掲鱈，8－9ページ。Wartmann，H．，前   
掲軌 245－246ページ。  
13）Huber，A．，前掲杏，10ページ以下。Wartmann，H．，前   
掲軋 250，271，310ページ以下。   
























ⅠⅠ復古の時代の関税制度と通商環境   











































14）ダラウビュンアンやポーはこの新しい国境税制度には   
参加しなかった。新しい税率では，ツェントナーあたり   
課税額は，アメリカ棉6フラン，レバント棉・ナポリ棉   
3フラン，機械紡横糸10フラン，手筋横糸3フラン，漂   
白・捺染綿布10フラン，粗綿布一般3フラン，コーヒー，   
茶や砂糖などには6－12フランであり，その他の植民地   
物産には5フラン以下の関税が課された。それ以外の商   
品には，少数の例外を除き，ツェントナーあたり1バッ   
ツェンが課せられた。Htlber，Aリ前掲書，25－27ページ。   
Wartmann，H．，前掲侃 301r302ページ。  
15）Wartmann，H．，前掲寓，343－344ページ。Schmidt，   
Heinrich，かfどぶごろひどfgJ川d dゴビ～〝7坤∂fJCんg〃α〃虚血ー   
ク○助長，Ztirich1914，12－18ページ。  
16）この時期の政治史的展開については，Andrey，   
Georges，“AufderSuchenaehdemneuenStaat（1798－   
184町’，in Gビゴぐカブご如β（わ「丘尤砂e∫ヱ‘J乃d〟gr∫rゐてUe∫zの1   
Basel／FrankfurtamMain1986，527ページ以下を参照。   
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徴  
し  
議では，僅かに，チューリヒの提案で既存の関   
税制度の調査が決定されたのみであった。この   
加  
にスイスを通過する貿易が周辺国に迂回しつつ   
規  
衡  
の税率の引き下げを行うことを求めたが，具体   
し  




















た。これは消費税について，通過貿易を妨げな   
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17）Rupli，Walther，a）J／タ所｝7ⅦJ‘刀dβ〟乃（おざ代わ「椚i乃滋r   
5rノh〃ピノヱ ∫8J5－ノ朗∂．仇g＆血砧明卿＝澗 d混乱血－   
∫‘一人．小／J‘イJ●IノごJり埠川．ヾJけ∫l一ノ！汀－・ご二〟机／∫／げE川／／′Jβ叫「   
dJeGJ労〃d〟〃gde∫励〃血Jαβ′g∫㍗∂刀Jβヰβ，Ziirich1949，   
28ページ以下。Huber，A．，前掲杏，33－35，39－41，175   
ページ以下。Warmann，H．，前掲杏，343－344ページ。   
ベルンは，当初各カントンからの拠出額の2倍とされて   
いた戦争基金の上限を8倍に引き上げることを提案した   
が，華族主美的なべルンの常備軍的思想に対する反発と，   
ベルンの覇権を恐れる新設カントンの反対に遭い，結局，   
4倍までの引き上げのみが1820年に受け入れられた。  
18）Huber，A．，前掲膏，42－44ページ。Rupli，W．，前掲杏，   
69－71，211ページ。通行税収入の一部は実際に道路の建   
設や補修に充当されており．通行税のすべてが関税的な   
負担であったとはいえない。実際，この時期のスイスの   
諸街道はヨーロッパで最も整備されたものであった。し   
かしいずれにせよ，遠隔地交通が通行税負担の軽微な周   
辺国経由の経路に迂回するようになっていたことは否定   
できなかった。  
19）ヘルペティア共和国時代には，これらを廃止してアル   
コール飲料に対し一律に販売価格の4％を課税すること   
とされたが，これは前述のように実行されなかった。   
































































22）Bauer，H．，前掲撚，198ページ。Ruph，W．，前掲書，   
66－68ページ。Huber，Aり前掲杏，59ページ以下。  
23）Huber，Aリ前掲書，63ページ以下，173－175ページ。   
Rupli，W．，前掲欝．145－146ページ。  
24）スイスが，18世紀を通じて享受したような有利な条件   
で通商条約を結べるのではないかとの期待もあった。   
Scheven，W．，Diel明灯Jzselwirk〝TqgWischer77Staats－LLnd   
lⅥrJ∫rん拍車〃J∫ノブ鳥fJJ（おJ＝亡如αfggパブビカーノンβ〃g∂∫ねぐん錯   
βα∫g力〟乃gg乃（ね「凡矧加鮮血ゐ那封＊DissリBern1920，12   
ページ以下．50－53ページ。Litschi，Josef，‘TDasRetorsion5－   
Konkordat vom Jahre1822”，in ZeiLschT・折 jiLr   
ふ有朋衰〝血血グふ離山祓／Jo〟川dJdg5′d～長巾〟g∫〟f∫5g，   
Luzern1892，7ページ以下。Wartmann，H．，前掲番，   
345－347ページ。   
20）Rupli，W．，前掲杏，92－96ページ。Huber，A．，前掲書，   
172ページ以下。  
21）ベルンの措置に最も強く反対していたポー自身でさえ   
も，カントンの主権を制限する措置には反対した。   
チューリヒがしばしば批判したように，ポーは自己の利   
益に合致する限りでベルンに対する非雛を行っていたに   
すぎず，関税統一についてはむしろ強硬な反対派であっ   
た。  


































































25）Wartmann，H．，前掲青，347ページ以下．Schmidt，H．，   
前掲啓，19ページ以下。Rupli，W．，前掲書，34－35ペー   
ジ。Huber，A．，前掲杏，71ページ以下。チューリヒの主   
張は．バーゼル，ザンクト・ガレン，アールガウ，   
トウールガウ，シヤフハウゼン，グラウビュンデン，   
ボー，ティナーノによって支持され，他方，ベルンの主   
張には，ルツェルン，ウーリ，シュピーツ，ウンクーパ   
ルデン，グラールス，ツーク，フリプール，ゾロトゥル   
ン，バレー，ジュネーブが与した。  
26）Lit＄Chi，）．，前掲論文．2ページ。Wartmann，H．，前掲   
育，354－355，393ページ以下。Rupli，W．，前掲杏，   
40－41ページ。Huber，A．，前掲書，77ページ。Scheven，   
Wリ前掲♯．25，65ページ以下。  
27）Rupli，W．，前掲杏，44－45ページ。Huber，A．，前掲書，／  
＼81ページ。Wartmann，H．，前掲杏，397－399ページ。   
1820年6月には絹織物の輸入が禁止された。ScheYen，   
Wり前掲精，68ページ。  
28）Litschi，Jり前掲論文．4ページ以下。Rupli，W．，前掲   
鼠 45－50ページ。Huber，A．，前掲書，82，95ページ。   
Wartmann，H．．前掲啓，397－400ページ。Scheven，W．，   
前掲杏，71ページ以下。   

































は報復関税が課せられることにも激しく抗議し   
29）Litschi，］．，前掲論文，7ページ以下。Schmidt，H．，前   
掲杏．21ページ以下。Huber，Aリ前掲欝，朗ページ以下。   
Wartmann，H．，前掲杏，399－402ページ。Rupli，W．，前   
掲杏，52ページ以下。委員会の少数派は，自由貿易を賛   
美し報復措置に反対していた。なお，ここでの「通過貿   
易」は，各カントンを「通過」する貿易ではなく，対仏   
報復関税協定地域を全体としてみた上で，「通過」とな   
る貿易を意味する。この両者は混同されることが多く，   
後述のツェルウェ一方一による通過貿易促進の計画にお   
いてもカントン間で解釈が分かれ，計画の挫折の一因と   
なった。  
30）オーストリアも，1817年に綿，羊毛，絹製品に対して   
輸入禁止的措歴を定め，また1818年には亜麻織物．農産   
物・膿産加工品にも高関税を課した。しかしフランス市   
場を条規したスイスは，神聖同盟の有力2カ国と二正面   
で対立することを避け．当面フランスに対する対抗措置   
に専念したのである。Htlber，A．，前掲杏，80ページ。  







































































31）Litschi，J．，前掲論文，8ページ以下。Rupli，W．，前掲   
杏，55ページ以下。Huber，A．，前掲書，88ページ以下。   
Wartmann，H．，前掲啓，402－408ページ。Scheven，W．，   
前掲書，78ページ以下。  
32）この影弊は，1822年に提案されていたサルデイニアか   
らの条約交渉桂案が撤回されるという形で表れた。   
Wartmann，H・，前掲株，408ページ。  
33）H．Wartmann，前掲蕃，381ページ以下。「ドイツ工場   
生産者協会」およぴ その後のドイツ各地での類似の運   
動については，松田智雄一ドイツ資本主兼の基礎研究J   
岩波書店，1967年，129ページ以下を参照。  
34）フリードリッヒ・リスト著，小林昇訳，一種済学の国   
民的体系」岩波書店，1970年，466－467ページ。   


































































35）Rupli，W．，前掲杏143r44ページ。WartmanrL，H．，前   
掲杏，405ページ。ドイツ関税同盟については，諸田賓   
「ドイツ関税同盟」（諸田賓・松尾展成・小笠原茂■柳   
澤治・渡辺尚・E．シュレンマ一書ードイツ経済の歴史   
的空間一関税同盟・ライヒ・プンり 昭和堂，1994   
年）．3－61ページ，を参照。  
36）Studer，Wolfgang，Dwl存redelLL，ZgSVerkehr3EWi5Che？1   
βg〝出r人血〃d〟〃d‘おrふ漉て〃gJg．5g∫〃eβg滋〟f〟〃g〟〃dgg－   
SChichLlicJzeETIEwich［u71glDiss．，W（irzb11rg1927，37ペー  
ジ。Huber，A．，前掲杏，96ページ以下。Wartmann，H．，   
前掲精，410－411ページ。  
37）Wartmann，H．，前掲番，295－296ページ。この条約は   
再輸出入貿易に対する優遇措置を定めており，刺繍ある   
いは紡横のためにバーデンに輸入され再輸出される商品   
に対して，バーデンは関税を免除した。  
38）同上番，409－410ページ。  
39）ただしその後の交渉の結果，農産・畜産品に対する優   
遇措置のほか，綿糸および未漂白・未染色の綿織物に対   
する関税の半減が認められた。Studer，W．，前掲替，43   
ページ参照。Huber，A．，前掲杏，105ページ以下。Wart．  
1mann，H．，前掲杏，355ページ以下，413－415ページ。   
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る対立や，財源の維持に執着するカントンの反  



















ントンや，ヌシヤテル，ジュネー ブも加盟して  
おり，各種の税を定率の通行税・橋税と消費税  












ⅠⅠI「再生」の時代の関税制度と通商環境   




















43）この案は，同時に，郵便・貨幣制度の統一，帯革機構   
の一元化，スイス内の居住・営業の自由，常設の中央権   
力機構の設置を予定していた。Gariel，Georges，エ〃   
G，JJJ和JfJd′わ，～‘ぐOJ！0研fq〟g gJ75〟／55g．ム’肋て叩∂r〃′！0∽J－   
qlLe dela CoT卿b・aEion depLLi51848．Paris－Gen昌ve   
1912，18－19ページ。  
44）Huber，A．，前掲桔，114ページ以下。Rupli，W，，前掲   
衝．107ページ以下。この同盟規約の第8条は，盟約者   
団会読での重要な淡項の議決については，4分の3のカ   
ントンの賛成が必要であることを定めていた。また通商   
条約に関する盟約者団の権限については，「この［関税に   
関する…引用者］条項，あるいはこの条項に基づく規定   
は，関税t通商条約の締結に関する盟約著聞の権限を掴   
うものではない。こうした場合には．盟約者団は，当該   
のカントンに適切な補償を行わねばならない」とされた。   
なお，1833年に盟約著聞によって設けられた委員会は，自   
由貿易を擁讃し，報復関税の採用に反対した。同時に，   
周辺諸国が形成する関税圏への加盟にも強く反対してい   
た。この委員会報告は，その後の盟約著聞の通商政策の   
基礎となった。Emminghaus．C．B．Arwed，Die5ChてW12m－   
s（helちLksてα7徹・／昭且Leipzig，1860，ErsterBan（l，184ペLジ。   
40）Rupli，W．，前掲斡，73ペ，ジ以下。Huber，A．，前掲乳   
48ページ以下。さらに第2の協定の草案が作成されたが，   
これはカントン全土で道路の改修に取り組んでいたポー   
の拒絶によって挫折した。  
41）Rupli，W．，前掲杏，85－87ページ。Huber，A．，前掲乳   
56ページ以下。  
42）他方，幾つかの主要な街道で交通の促進についての成   
果がみられた。ゴットハルト峠に関しては，】826年の協   
定で5つのカントンが合意し，馬車道の整備の兼務，共   
通の通行税の採用，運送業への自由髄争の導入などが定   
められた。R11PIi，Wリ前掲軋 92，130ページ。HしIber，   
A，，前掲栴，117ページ。  







































































45）HLlber，A．，前掲斡，121ページ。Rupli，W．，前掲乳   
148ページ以下。これらの改革は，カントン境界関税方   
式であれチューリヒでとられたような方式であれ，その   
内容からして，1806年から1810年代にかけてドイツ語邦   
で行われた領邦単位での関税統一化の動きに相当するも   
のといえる。  
46）他方．この計画に伴って進められた度景衡の統一は幾   
分の成果を生み，十進法に基づく新しい虎穴衡を定めた   
コンコルグートが1835年に12のカントンにより批准され   
た。1836年には盟約者田の行政で使用が兼務づけられた。  
47）Rupli，Wり前掲杏，123－128ページ。Huber，A．，前掲   
杏，119ページ。  
48）Wartmanrl，H．，前掲杏，414ページ。   













































































50）Huber，A．，前掲啓，180ページ以下。Wartmann，H．，   
前掲杏，415－417ページ。  
51）Huber，A．，前掲育，122，155ページ以下。Rupli，W．，   
前掲軌129ページ以下。Wartmann，H．．前掲蕃，434   
ページ以下。Schmidt，H．，前掲杏．49ページ以下。   






















































度に非常に近いものであった54）。   
他方，盟約者団会議で書記職を務めるゴン  








52）遠隔地市場の開拓については．Veyrassat，B6atrice，   
“La Sllisse surles march6s du monde；Exportations   
globales et r畠parition g畠ographique au XIXe si昌cle．   
Essnide reconstitution”，in Bairoch，Paul，Martin   
K（うrner（さd，），ん75〟J∫∫e血JI∫／壱co〃0椚～gタ710〃d∠〟ん／β藻   
5r力ひgJ■ヱブナヱ（んrⅥ々′蝕，f祀∫r力（れGen烏ve1990，287－316   
ページ，および，黒澤隆文「19世紀東スイス・フォア   
アールベルクの農村工業と世界市場」r調査と研究」第   
11号，1996年10月，88－107ページ。  
53）スイスで．職業教育制度や科学教育制度の整備が比較   
的早かった背栄には，教育政策が関税改革の代替案とし   
て位置づけられていたという事情があった。この構想の   
一部は，1854年の連邦工科大学（ETH）の設立に継承   
された。CrfIig，A．Gordon，GeuEL〝dGeist．ZjlT・ichim   
ZeJJ〟／Jビr（ノどざエ∠ムビm／′訂乃〟∫J郎ひ－Jβ餌MしInchen1988，   
147ページ以下。  
54）Huber，A．，前掲車，162ページ以下。RtlPli，W．，前掲   
杏，140ページ以下，246ページ。Wartmann，Hリ前掲j軋   
439－441ページ。盟約著聞がこの改革を行う権限につい   
ては，以下のように述べていた。「同盟規約の第8粂は，   
盟約者団会議に，各カントンの雑対多数の賛成により，   
外国と通商条約を結ぶ権限を与えている。つまり，12の   
カントンの賛成があれば，外国の関税制碇に対して兼務   
が生じる。この類推からするならば．この同数の賛成に   
よって．スイス関税制度を発足させることができる」。   








ジュネー プなどの負担を相対的に大きくするこ  












指していったのである。  （次号に続く）  
（本稿は，平成八年度文部省科学研究費特別研究員  
奨励費によって助成を受けた研究成果の一部であ   
る）   
55）Huber，A．，前掲軋165ページ以下。Rし）Pli，W．，前掲   
樫，141ページ以下。Warbnan】ヽ，Hり前掲軋 440ページ   
以下。  
